
会は圧電  

日
本
共
産
党
の
代
表
質
問
︵
岡
田
芳
秀
議
員
の
主
な
内
容
︶ 

 

＊
食
料
自
給
率 

日
本
で
は
是
ま
で
食
料
自
給
率
の
目
標
を
達
成
で
き
た
こ

と
が
な
い
。
世
界
的
な
食
料
危
機
が
進
行
し
新
興
国
の
食
料
需

要
の
増
大
や
日
本
の
経
済
力
の
低
下
な
ど
食
料
の
輸
入
は
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
内
で
は
農
業
従
事
者
や
農
地
面

積
の
減
少
が
起
こ
っ
て
い
る
。
国
の
新
農
業
基
本
法
制
定
に
当

た
っ
て
は
自
給
率
向
上
を
政
府
の
法
的
義
務
と
す
る
よ
う
に

知
事
と
し
て
国
に
具
申
す
る
よ
う
に
。 

＊
関
西
戦
略
と
万
博 

関
西
万
博
の
会
場
建
設
費
は
当
初
の
一
・
九
倍
の
二
三
五
〇

億
円
に
膨
ら
み
国
民
へ
の
負
担
増
に
。
又
、
会
場
の
夢
洲
に
は

上
下
水
道
も
通
っ
て
お
ら
ず
開
催
に
全
て
の
工
事
が
間
に
合

わ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
高
知
県
に
も
万
博
入
場
券
の
修
学

旅
行
に
お
け
る
活
用
を
県
教
委
に
周
知
依
頼
が
あ
り
、
自
治
体

職
員
の
福
利
厚
生
に
活
用
す
る
よ
う
案
内
が
届
い
て
い
る
。
世

論
調
査
で
の
約
七
割
の
万
博
は
「
不
要
」
論
を
知
事
は
ど
の
様

に
認
識
し
て
い
る
か
。 

１２月定例県議会本格的な質問始まる 

 

和
也
の
近
況 

十
二
月
十
五
日
、
か
ら
定
例
議
会
の
質
問
が

始
ま
り
ま
し
た
。
知
事
選
挙
が
終
わ
っ
た
直
後

で
す
か
ら
知
事
の
選
挙
で
の
発
言
と
今
後
四
年

間
の
知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
与
野
党
の
議

員
か
ら
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。 

多
様
性
の
日
本 

県
庁
議
事
堂
か
ら
Ｊ
Ｒ
高
知
駅
ま
で
の
路
面

電
車
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
つ
け
を
発
見
（
右

の
写
真
）
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
も
な
い
の
に
「
ク

リ
ス
マ
ス
」
で
盛
り
上
が
り
、
ア
メ
リ
カ
の
収

穫
祭
「
ハ
ロ
ウ
イ
ン
」
で
仮
装
し
て
盛
り
上
が

り
と
多
様
性
と
平
和
を
感
じ
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
ガ
ザ
等
で
は
大
勢
の
子
ど
も
を
含
め
た
一

般
の
人
が
人
間
の
作
っ
た
武
器
で
命
を
失
っ
て

い
ま
す
。
許
せ
ま
せ
ん
。「
武
器
を
作
る
な
、
お

も
ち
ゃ
を
作
れ
」
和
也
の
怒
り
で
す 

 
 

「トンボは語る」 
１２月１６日トンボと自

然を考える会の杉村光俊さ

んによる「トンボ王国を運営

してみて・自然環境を守る営

みとは」の講演を聞きまし

た。「ムカシトンボのいる水

場は飲み水になる。ミヤネア

カネが飛ぶ場所はコメが美

味しい。トンボが逆立ち飛び

をすると高温になる。トンボ

の生態の変化で地球温暖化

を実感する事ができる」等興

味深く聞きほれていました  
 

 写真をカラーで見て欲しかった 

 


